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を
進
め
、
住
民
が
地
域
の
垣
根
を
越

え
て
集
ま
り
、
お
互
い
の
知
識
や
情

報
を
交
換
す
る
機
会
と
場
を
設
け
る

と
と
も
に
、
活
動
に
対
し
て
の
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、高
齢
社
会
を
迎
え
て
、高

齢
者
福
祉
の
充
実
の
面
か
ら
も
、
高

齢
者
等
の
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
と

し
て
、
バ
ス
路
線
網
の
整
備
や
新
た

な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑤『
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
受
け
と

め
る
ま
ち
』

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
地
域
の
こ
と
は
地
域
の
個
性
を

尊
重
し
、
地
域
住
民
と
と
も
に
考
え

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
市
に
お
い
て
は
、
住
民
の

自
治
を
尊
重
し
、
新
し
い
時
代
に
最

も
ふ
さ
わ
し
い
「
分
権
型
政
令
指
定

都
市
」
を
目
指
し
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
に
な
る
と
、
現
在

県
が
行
な
っ
て
い
る
事
務
の
う
ち
、

市
民
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
多
く
の

事
務
を
新
市
で
直
接
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
、
き
め
細
や
か
な
行
政
を
総
合
的

に
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。ま

た
、
一
定
の
範
囲
ご
と
に
区
を

設
定
し
、
区
役
所
を
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

区
役
所
で
は
、
戸
籍
・
住
民
票
関

係
、
税
務
、
保
健
、
福
祉
、
各
種
相

談
業
務
な
ど
の
業
務
に
加
え
、
伝
統

文
化
の
発
展
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地

域
の
特
性
を
活
か
す
事
業
や
業
務
を

行
な
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り

地
域
住
民
に
密
着
し
た
行
政
運
営
を

行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

十
二
市
町
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生

す
る「
大
き
な
都
市
」に
は
、
一
定
の

地
域
ご
と
に
分
権
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

政
令
指
定
都
市
移
行
前
ま
で
は
、

支
所
な
ど
の
機
能
を
十
分
活
用
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
な

ど
を
尊
重
し
、
従
来
の
地
域
独
自
の

施
策
を
継
続
し
て
展
開
し
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
の
実
現
後
は
、
さ

ら
に
行
政
区
に
で
き
る
だ
け
多
く
の

権
限
を
委
ね
る
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
が
区
政
に
参
加
し
や

す
い
仕
組
み
を
作
り
、
地
域
の
自
治

組
織
の
代
表
、
市
民
団
体
の
代
表
、

N
P
O
の
代
表
及
び
学
識
経
験
者
な

ど
の
参
加
を
求
め
、
住
民
自
治
を
育

て
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
団
体
や
住
民

と
行
政
と
が
手
を
携
え
て
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
自
立

し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
が
創
り
出

さ
れ
ま
す
。

新
市
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
思

い
を
受
け
と
め
、
市
民
が
主
人
公
と

し
て
発
展
す
る
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。（な

お
、
地
域
審
議
会
の
設
置
が

決
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
組
織

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
旧
市
町
村
の

住
民
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
、
政
令
指
定
都
市
実
現

の
後
に
は
、地
域
審
議
会
の
統
合
や
、

そ
れ
を
発
展
さ
せ
た
付
属
機
関
を
設

け
る
な
ど
、
住
民
が
区
政
に
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。）

２
各
地
域
の
役
割

「
新
潟
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
示

し
て
い
る
四
つ
の「
発
展
・
連
携
軸
」

を
参
考
に
、
既
存
の
市
町
村
区
域
を

単
位
と
し
、
地
形
・
地
物
な
ど
の
要

素
を
考
慮
し
て
、
以
下
の
六
つ
の
地

域
割
を
設
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
政

令
指
定
都
市
移
行
後
の
区
割
に
つ
い

て
は
、
条
例
設
置
の
審
議
会
に
よ
っ

て
十
分
検
討
さ
れ
、
決
定
さ
れ
る
も

の
で
す
。

盧
新
潟
市
地
域
の
役
割

略
盪
豊
栄
市
地
域
の
役
割

略
蘯
亀
田
町
・
横
越
町
地
域
の
役
割

略
盻
新
津
市
・
小
須
戸
町
地
域
の
役
割

新
津
市
・
小
須
戸
町
地
域
は
、
新

市
に
お
け
る
唯
一
の
緑
豊
か
な
丘
陵

地
や
阿
賀
野
川
・
信
濃
川
及
び
こ
れ

を
結
ぶ
小
阿
賀
野
川
、
田
園
景
観
な

ど
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
・
活

用
に
努
め
、
人
と
自
然
が
共
生
し
た

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
、
交
通
の

利
便
性
を
活
か
し
た
快
適
で
安
全
な

居
住
機
能
を
担
う
と
と
も
に
、
憩
い

と
安
ら
ぎ
を
提
供
す
る
自
然
体
験
型

の
レ
ジ
ャ
ー
・
交
流
機
能
を
担
い
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
新
潟
薬
科
大
学
を
核
と
し

て
産
・
学
・
官
・
地
域
の
連
携
し
た

バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
核
的
研
究
開

発
拠
点
形
成
を
目
指
す
バ
イ
オ
リ
サ

ー
チ
パ
ー
ク
構
想
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
学
術
・
研
究
開
発
機
能
を

担
い
、
新
産
業
の
創
出
や
地
域
産
業

の
新
た
な
展
開
を
図
り
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
一
方
で
、
環

境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
先
導

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
あ
る
文
化
、
培
わ
れ

て
き
た
産
業
を
活
か
し
、
個
性
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
新
市
で
唯
一
の「
里
山
」で
あ
る

丘
陵
地
は
、
多
種
多
様
な
植
生
に
よ

り
、
生
態
系
の
保
全
、
二
酸
化
炭
素

の
吸
収
、
森
林
資
源
の
供
給
の
み
な

ら
ず
、
森
林
浴
、
治
山
治
水
、
水
資

源
の
涵か
ん

養
等
、
景
観
を
含
め
て
多
く

の
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
丘
陵

地
内
の
各
種
施
設
を
遊
歩
道
で
有
機

的
に
結
ぶ
な
ど
の
一
体
的
な
整
備
を

進
め
、
市
民
が
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
り
、
体
験
・
学
習
・
社
会
参

加
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能

を
担
い
ま
す
。

②
固
有
の
自
然
景
観
を
形
成
す
る

河
川
空
間
は
、
豊
か
な
水
の
恵
み
を

も
た
ら
す
一
方
で
、
多
様
な
水
生
生

物
の
生
育
空
間
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
保
全
を
図
り
な
が
ら
、
親
水

空
間
と
し
て
水
辺
の
整
備
を
進
め
、

自
然
環
境
教
育
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
・
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
の
機
能

を
担
い
ま
す
。

③
交
通
基
盤
の
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
T
D
M
や
I
T
S
施
策
を

推
進
し
、
都
心
等
へ
の
通
勤
・
通

学
・
通
院
や
買
い
物
が
便
利
で
周
辺

の
豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し
た
快

適
で
安
全
な
居
住
機
能
を
担
い
ま

す
。④

産
・
学
・
官
・
地
域
が
連
携
し
た

バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
構
想
の
推

進
に
よ
り
、
豊
富
な
農
水
産
資
源
を

有
す
る
新
潟
の
特
性
を
活
か
し
、
食

品
・
環
境
・
医
療
・
農
業
等
の
分
野
に

お
け
る
実
践
的
な
研
究
開
発
の
拠
点

機
能
を
担
い
ま
す
。

⑤
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
目

指
し
、
資
源
循
環
を
基
調
と
し
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
バ
イ
オ
技
術

の
活
用
に
よ
り
、
地
球
環
境
の
保
全

を
も
視
野
に
入
れ
た
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
先
導
的
な
役
割
を

担
い
ま
す
。

⑥
優
良
農
地
を
活
用
し
、
環
境
に

や
さ
し
い
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物

の
供
給
機
能
を
担
う
と
と
も
に
、
全

国
屈
指
の
花
き
・
園
芸
の
生
産
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。ま
た
、

花
き
産
地
と
し
て
、
う
る
お
い
の
あ

る
都
市
景
観
の
形
成
を
目
指
し
、
緑

花
推
進
の
先
導
的
な
役
割
を
担
い
ま

す
。⑦

石
油
や
鉄
道
、
花
な
ど
地
域
固

有
の
資
源
を
活
用
し
、
観
光
交
流
拠

点
の
一
翼
を
担
い
ま
す
。

眈
白
根
市
・
味
方
村
・
月
潟
村
・

中
之
口
村
地
域
の
役
割

略
眇
西
川
町
・
潟
東
村
地
域
の
役
割

略
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②『
多
様
な
交
流
が
で
き
る
ま
ち
』

新
潟
は
古
く
か
ら
、
信
濃
川
・
阿

賀
野
川
の
二
大
河
川
の
河
口
に
で
き

た
港
を
中
心
に
、
も
の
を
商
い
、

人
々
が
交
わ
り
、
情
報
を
交
換
し
て

暮
ら
す
ま
ち
で
し
た
。

新
潟
港
は
、
明
治
元
年
に
五
港
の

一
つ
と
し
て
開
港
さ
れ
た
国
際
貿
易

港
で
、
日
本
海
側
を
代
表
す
る
海
の

玄
関
口
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。一

方
、
新
潟
空
港
は
、
昭
和
四
十

八
年
に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
定
期
航
空
路

が
開
設
さ
れ
、
以
後
国
際
空
港
と
し

て
日
本
海
側
の
空
の
玄
関
口
の
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
世
界
に
開
か
れ
た
環
境

を
背
景
と
し
て
、
現
在
で
は
、
ガ
ル

ベ
ス
ト
ン
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ハ
ル

ビ
ン
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
ナ
ン
ト
、

ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
な
ど
と
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
２
０
０
２
F
I
F
A
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
世
界
各
国
か
ら

多
く
の
人
々
を
迎
え
入
れ
る
な
ど
、

市
民
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
も
活
発

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
や
韓
国
の
総
領
事

館
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
や
、
環
日

本
海
経
済
研
究
所
や
北
東
ア
ジ
ア
経

済
会
議
に
お
い
て
、
環
日
本
海
地
域

の
経
済
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
情

報
提
供
を
行
う
な
ど
、
環
境
や
平
和

共
生
な
ど
の
分
野
で
積
極
的
に
提

言
・
行
動
し
、
環
日
本
海
地
域
の
将

来
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
市
は
国
際
港

湾
・
国
際
空
港
を
持
つ
、
世
界
に
向

け
た
玄
関
口
で
あ
り
、
環
日
本
海
圏

の
国
際
交
流
拠
点
と
し
て
、
よ
り
一

層
発
展
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
市
は
、
訪
れ
る
人
々
に
様
々
な

交
流
の
舞
台
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
で
す
。
そ
れ
は
、
各
地
域

が
一
つ
ひ
と
つ
個
性
を
持
ち
、
そ
の

魅
力
を
磨
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
国
際
交
流
の
拠
点
と
し

て
期
待
さ
れ
る
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」
等
を

活
か
し
た
国
際
会
議
や
国
際
見
本
市

を
開
催
す
る
地
域
、
新
潟
ま
つ
り
や

白
根
大
凧
合
戦
な
ど
の
ま
つ
り
や
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
る
地
域
、
北
方
文

化
博
物
館
や
笹
川
邸
な
ど
の
伝
統
文

化
施
設
を
持
つ
地
域
、
新
津
丘
陵
、

福
島
潟
、
鳥
屋
野
潟
及
び
佐
潟
な
ど

の
自
然
景
観
を
保
全
活
用
す
る
地

域
、
広
大
な
農
地
を
活
か
し
た
参

加
・
体
験
型
の
農
業
地
域
、
２
０
０

２
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
会

場
と
な
っ
た
「
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
」
等

で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
地
域
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

よ
っ
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
都
市
的
娯

楽
を
提
供
す
る
地
域
、
そ
し
て
研

究
・
開
発
機
関
と
し
て
国
内
外
の
人

が
訪
れ
る
地
域
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
に
光
を
当
て
て
輝
か
せ
、
有
機

的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
る
こ
と

で
、
交
流
人
口
が
拡
大
し
、
国
内
外

か
ら
の
人
や
物
が
交
流
す
る
拠
点
と

な
り
ま
す
。

③『
自
然
と
共
生
で
き
る
ま
ち
』

従
来
の
大
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
高

層
ビ
ル
が
林
立
し
、
人
工
的
な
緑
地

が
点
在
す
る
無
機
質
な
も
の
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
新
市
は
、
広
大
な
農

地
、
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
の
二
大
河

川
と
中
小
の
河
川
、
福
島
潟
・
鳥
屋

野
潟
・
佐
潟
な
ど
の
水
辺
、
長
く
続

く
海
岸
線
に
白
い
砂
と
青
い
松
林
、

緑
多
い
里
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

そ
の
自
然
環
境
と
高
次
都
市
機
能

の
利
点
を
活
か
し
、
弱
点
を
補
い
合

う
こ
と
で
都
市
的
な
魅
力
と
自
然
環

境
の
魅
力
を
同
時
に
住
民
に
提
供
で

き
る
都
市
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
無
秩
序
な
開
発
を

抑
制
し
、
自
然
環
境
や
農
地
の
保
全

に
配
慮
し
つ
つ
都
市
化
の
進
展
を
図

っ
て
い
く
土
地
利
用
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
に
広
が
る
水
辺
、
緑

地
及
び
里
山
な
ど
の
自
然
環
境
と
親

し
み
活
用
し
て
い
く
こ
と
や
、
環
境

保
全
型
農
業
並
び
に
地
域
循
環
型
農

業
の
推
進
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

自
動
車
交
通
の
発
達
に
伴
い
、
排

気
ガ
ス
や
騒
音
等
に
よ
る
環
境
の
悪

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
環
境
の
悪
化

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
各
都
市
機

能
の
利
便
性
を
高
め
、
こ
れ
ら
を
有

機
的
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。こ

の
た
め
、
バ
ス
路
線
網
の
整
備

や
鉄
道
利
便
性
の
向
上
、
新
た
な
交

通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
を
充
実
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
パ
ー

ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
状
況
な
ど
も

見
な
が
ら
、
今
後
十
分
な
検
討
を
行

な
い
、
環
境
に
も
、
利
用
す
る
住
民

に
も
や
さ
し
い
都
市
基
盤
が
整
備
さ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

新
市
は
、
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
の

沖
積
平
野
に
形
成
さ
れ
、
砂
丘
地
や

里
山
等
の
一
部
を
除
き
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と

呼
ば
れ
る
低
い
土
地
で
あ
り
、
市
街

化
の
進
展
も
手
伝
っ
て
、
近
年
の
集

中
豪
雨
な
ど
に
お
い
て
は
、
多
く
の

被
害
が
出
て
い
ま
す
。
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
ポ

ン
プ
場
や
雨
水
浸
透
施
設
の
設
置
等

に
よ
る
雨
水
排
除
能
力
の
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
防
災
体
制
の
強
化
や

広
域
的
な
災
害
応
援
体
制
の
充
実
な

ど
、
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
対
策

に
努
め
、
自
然
と
共
生
す
る
に
あ
た

っ
て
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
お

く
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

④『
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
』

生
活
を
充
実
さ
せ
る
上
で
は
、
心

身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
り
、
趣
味

や
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
に
い
そ
し
む
な
ど
、
労
働
時
間
以

外
の
余
暇
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

社
会
全
体
の
ゆ
と
り
と
し
て
は
、

現
在
の
豊
か
さ
の
追
求
だ
け
で
は
な

く
未
来
の
豊
か
さ
を
追
う
こ
と
、
つ

ま
り
、
次
の
世
代
を
い
き
い
き
と
育

ん
で
い
く
社
会
を
創
り
上
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
在
宅
介
護
支
援
体

制
の
充
実
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
は
じ
め
と
し
た
施
設
福
祉
の
充

実
、
子
育
て
支
援
や
保
育
の
充
実
、

心
身
の
障
害
に
対
す
る
十
分
な
ケ

ア
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
及
び
母
子

保
健
等
の
保
健
体
制
の
充
実
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
保
健
・
福
祉
分
野
の
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
強
化
を
さ
ら
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
を
い
き
い
き
と
育
む
ま
ち

に
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
域
の

特
性
を
活
か
し
た
自
然
・
社
会
体
験

学
習
な
ど
を
通
じ
、
自
ら
学
ぶ
姿
勢

を
育
て
て
い
く
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
学
習
す
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
住
民
が
日
々
の
疲
れ
を
癒

し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
、

ゆ
と
り
の
公
共
空
間
で
あ
る
公
園
緑

地
の
整
備
、
ま
ち
な
み
の
緑
化
を
推

進
し
、
緑
の
多
い
美
し
い
ま
ち
の
創

造
を
目
指
す
と
と
も
に
、
丘
陵
、
河

川
な
ど
の
水
辺
空
間
、
田
園
及
び
海

浜
な
ど
の
自
然
的
な
環
境
の
保
全
・

整
備
・
活
用
を
図
り
、
住
民
の
潤
い

空
間
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

加
え
て
、
生
涯
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
に
力
を
注
ぎ
、
様
々
な

年
代
で
学
ぶ
こ
と
・
知
る
こ
と
・
活

動
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
覚
え
る
こ

と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
ま

ち
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

拠
点
施
設
と
な
る
図
書
館
・
博
物

館
・
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備

Ⅲ
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

（
前
謨
）
の
続
き
で
す
。


